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話の操作性評価装置を作製し，これを参加者に操作させる
実験を行った．本実験では，特に製品の操作に困難を抱え
ると考えられる中途失明者を想定し，手元を遮蔽した晴眼
若年者と晴眼高齢者に対して，ランダム順列のアラビア数
字50個を提示して操作させた．
　図２に実験の結果を示す．まず，先端部の曲率半径に関し
ては，凸点の高さが同じ場合には，曲率半径が大きい条件ほ
ど，速く正確に操作できることが明らかとなった．
　また，高さに関しては，先端部の曲率半径の寸法に関わら
ず，若年者と高齢者のいずれも，高さ0.1mmの凸点は携帯電
話の操作中に指先で認識することができないため，実用には
適さないことが明らかとなった．さらに，若年者では，高さ
0.3mmにおいて相対的に早く正確に操作したが，高さ0.3mmよ
りも高くなるにつれ，エラー率が増加する傾向であった．し
かし，高齢者では，高さ0.55mm以上において，操作時間が早
くエラー率が低い値で収束した．このような操作に適した高
さの違いは，若年者と高齢者における手指の動作の違いや，
加齢に伴う指先の感度低下によるものと考えられる．以上の
通り，若年者と高齢者では，携帯電話の操作性向上に有効な
高さの条件が異なることが明らかとなった．
４．結論
　本研究では，製品の操作性向上に寄与する凸バーと凸点
の寸法及び断面形状を評価することを目的として，凸バー
と凸点の役割に応じた適切な寸法と断面形状の条件を明ら
かにした．具体的には，第一の課題では，年齢や触知経験
が異なるユーザにとって，識別に適した凸バーと凸点の寸
法と断面形状の条件が明らかとなった．また第二の課題で
は，携帯電話のテンキーの操作性向上に適した凸点の高さ
と先端部の曲率半径の条件が明らかとなった．
　本研究の知見は，国内外の規格作成者が凸記号の推奨寸
法及び断面形状に関する規定を検討する際の参考データと
して，利用されることが期待される．また，企業が製品に
凸記号を付す際のデータとしても有用である．さらに，高
齢者及び視覚障害者の触知覚特性を考慮したインター
フェースの開発に寄与する知見が得られるという点で，基
礎から応用に至る触覚分野の進歩を促す研究としても意義
深い．
図２　操作時間とエラー率の結果（課題２）
図１　晴眼高齢者における凸バーの正答率の結果（課題１）
